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 新市の将来像「あおあおとみずみずしい心が集う都市」

の実現を目標にかかげ新東松島市平成 17 年 4 月より市長

が行動し、指導力を発揮した年でもあったが、一方分権、

国の三位一体改革で社会経済環境が大きく変化した年で

もあった。市長は自治体間の競争の時代、変革の時代に向

け改革のやる気のある自治体のみが生き残れる時代と認

識していると表明をしている。市長の市政に取組む基本姿

勢について伺う。 
① 財政健全化へ確かな道筋をつけるために、これまでの

予算重視計画主義から、決算重視成果主義への転換を

図るとしているが、具体的な手法の計画を考えている

のか 
② 公立深谷病院の経営健全化のために、石巻市と協議し

早い時期に一定の方向付けをしたいとしているが、そ

の方向付けとは 
③ 職員の適正化計画（18 年度から 5 年で新行革指針の 4．

6％以上の職員数の純減）としているが、年度ごとの数

字で示されたい 
④ 合併により新市による各種すり合わせ協議事項、サー

ビス低下させないとする大前提により、数億円の歳出

が生じた。東松島市総合計画作成の目標値に市民の対

話と協働により、市政健全化のため改革目標値が必要

ではないか 
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清新会 

代表 阿部 勝德 
１ 市政執行の所信について １ 
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松桜会 

代表 櫻井 政文 
１ 令和６年度予算編成と市政執行の所信を問う ２ 

第3位 
自公・市民の会 

代表 土井 光正 
１ 

令和６年度の「まちづくりの方向性」に沿った取り組み

について 
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氏 名 件  名 要      旨 
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清 
新 
会 
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１．市政執行の

所信について 

 
（１）まちづくりの方向性１「産業と活力のある住みたく

なるまち」について 

①農林水産業の活性化について、農業法人の充実や後

継者対策の推進の具体策について伺う。 

②観光について、昨年も同様の質問をしたが、インバ

ウンド誘客について、市長のトップセールス、観光

関連企業との連携及びSNSの利用などについて伺う。 

③企業誘致については、これまで大きな成果を上げて

こられたが、新たな産業用地の整備の取り組みにつ

いて伺う。 

 

（２）まちづくりの方向性２「子育てしやすく誰もが健康

で安心して暮らせるまち」について 

①学校給食の負担軽減については、さらに充実し半額

になることは保護者にとって大変ありがたいことで

ある。国が無償化すべきと多くの自治体が要望して

いるが、その動向について伺う。 

②令和７年度から本格実施される「重層的支援体制整

備事業」の令和６年度の取り組みについて伺う。 

 

（３）まちづくりの方向性３「次代を担う人材を育む学び

と文化・スポーツのまち」について 

①東京都大田区への東京研修の内容について伺う。 

②図書館について、増築・改修工事中の市民への対応

について伺う。 

 

（４）まちづくりの方向性４「災害に強く安全で快適で美

しいまち」について 

①内陸部への避難道路の整備について、具体的な場所

等について伺う。 

②脱炭素社会の実現に向けた取り組みの環境に対する

効果と経済的効果をどう見込んでいるのか伺う。 

 

【答弁を求める者 市長、教育長】 
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氏 名 件  名 要      旨 
 

第２位 
 
松 
桜 
会 
 
 
代 
表 
 
櫻 
井 
 
政 
文 

 
１．令和６年度

予算編成と市政

執行の所信を問

う 

 
１、令和６年度予算編成に当り、次について伺う。 

（１）令和４年度決算によれば、不納欠損額は一般会計   

約１,９５２万円、国民健康保険税約５,００２万円、

後期高齢者医療保険料約２３０万円、介護保険料約  

７３９万円で合計約７,９２３万円である。 

各法令による適正な対応をしたとは思えるが、令和

５年度は未確定とはいえ、令和６年度予算執行には、

極力不納欠損の生じない対策が必要であるが、その策

について伺う。 

 

（２）市税、分担金及び負担金、使用料及び手数料、国民

健康保険税、後期高齢者医療保険料、介護保険料の徴

収について、現年度未収の分は翌年度には過年度分と

なり、経年徴収は困難と思われる。 

令和６年度予算執行にあたっての策について伺う。 

 

（３）地方公共団体の財政力を示すものに財政力指数があ

るが、１に近い団体ほど普通交付税算定上の留保財源

が大きいことになり、財源に余裕があるということが

できる。 

国が各種財政援助措置を行う場合の財政力の判断の

指標となるものである。令和４年度決算で、本市の財

政力指数は０.４６となっている。 

本市の第２次総合計画の持続可能な行財政運営プロ

ジェクトを遂行するためには、財政力強化が必要と思

われるが、その目標値について伺う。 

 

２、市長の所信について伺う。 

（１）この度の一般会計では、全体に対し２３．５％の投

資的経費を計上している。これについては行政施設水

準の向上に直接影響する経費であって、住民の経済効

果、雇用の拡大など本市にとっても重要な意味合いが

あり、その効果が発揮されれば大いに歓迎されるもの

である。 
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しかし、その裏付けとなるものが明らかでなければ、

本市の行財政運営に支障をきたすことも懸念される。 

そこで、 

①裏付けとなる財源について、国・県の補助金、起

債、債務負担行為、財政調整基金の取り崩し等の方法

が考えられる。総体的な観点から財源確保の方策につ

いて伺う。 

②前段のような期待があれば、行財政のレジェンド

として歴史に残るものと言えるが、将来に亘っての効

果について市長の目算はいかがか。 

 

（２）「産業と活力のある住みたくなるまち」について 

①本市の基幹産業である農林水産業を活性化させるた

めには、その産業が稼げるものでなくては担い手で

ある人材が集まらない。そのためには、地域の農海

産物を加工して高付加価値化することが不可欠であ

る。 

地域６次産業化をどう推進していくかを伺う。 

②観光の振興による交流人口の拡大と関連産業の波及

効果を図るために積極的に民間企業の人材やノウハ

ウ等を活用したり、投資を募ったりして官民連携を

図ることが重要と考えるがいかがか。 

 

（３）「子育てしやすく誰もが健康で安心して暮らせるま

ち」について 

高齢化サークルの活動に男性の参加が少ない。孤立

化に拍車をかけるのではと心配する。 

高齢男性の社会参加の促進策について伺う。 

 

（４）「次代を担う人材を育む学びと文化・スポーツのま

ち」について 

観光資源は、自然景観のみならず、文化や歴史・伝

統も含まれる。 

本市は、奥松島縄文遺跡や赤井遺跡をはじめとして

素晴らしい文化財を有している。 

近年、文化財を観光で活用する気運が高まっている

中、文化財と観光の連携について、今後どのように取

り組むのか伺う。 
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（５）「持続可能な行財政運営が図られ市民から信頼され

るまち」について 

「東松島市市民センターに係る指定管理者制度によ

る管理の在り方検討委員会」からの答申を受けての今

後の指定管理の方針について伺う。 

 

【答弁を求める者 市長】 
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氏 名 件  名 要      旨 
 

第３位 
 
自 
公 
・ 
市 
民 
の 
会 
 
 
代 
表 
 
土 
井 
 
光 
正 

 
１．令和６年度

の「まちづくり

の方向性」に沿

った取り組みに

ついて 

 
「東松島市第２次総合計画後期基本計画」も４年目の終

期にあたり、目標達成を見据え以下の５つのまちづくりの

方向性について伺う。 

 

（１）産業と活力のある住みたくなるまちについて 

①「基幹産業として農林水産業の活性化」について、

ほ場整備事業で、令和４年度事業採択の上下堤・川

下地区における国道４５号上下堤地区の道路嵩上げ

工事の切り回しに伴い、ほ場整備事業の進捗に支障

をきたさない対策を講じているか伺う。 

②「地域の資源を生かした観光の振興」の道の駅整備

事業は、１１月の開業までカウントダウンの段階に

入っている。工事の進捗は計画通り進んでいるのか。

又、道の駅への案内看板について、出入りを十分に

検討された設置を考えているのか伺う。 

 

（２）子育てしやすく誰もが健康で安心して暮らせるまち

について 

①「子育て環境の充実」の学校給食費について、保護

者の経済的負担軽減を図るため「特定防衛施設周辺

整備調整交付金（９条交付金）」を活用して半額の軽

減を実施するとあるが、次年度以降も９条交付金活

用の継続と考えていいのか伺う。 

②「高齢者・障がい者等への支援充実」の令和７年度

から本格的に実施する「重層的支援体制整備事業」

の支援体制整備の内容について伺う。 

③「心の復興と地域コミュニティの充実」の猛暑によ

る熱中症対策等として、市内６箇所の学習等供用施

設、集会所等のエアコン設置工事を実施するとある

が具体的な設置場所は。又、今年も地球温暖化で猛

暑が予想される。夏に入る前に工事が完了するよう

入札等の手続きを行うべきと考えるがいかがか。 
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（３）次代を担う人材を育む学びと文化・スポーツのまち

について 

①「子ども達の可能性を広げ伸ばす学力の向上」の中

で、令和４年度から外国語教育課程特例校として英

語教育等を進めているが、学習の中での課題をどの

ように捉えているのか。又、令和６年度に向けての

対応を伺う。 

②「地域と一体になった豊かな心の育成と生涯学習の

推進」の図書館の増築・改修について、工事期間中

の運用をどのように行い、市民ヘの利用サービスの

継続を行うのか伺う。 

③「全世代にわたるスポーツの振興」の中で、鷹来の

森運動公園大規模改修工事に着手するが、どのよう

な改修内容となるのか。又、女川原発災害時におけ

る避難退域時の検査場所関連事業との調整について

伺う。 

 

（４）災害に強く安全で快適で美しいまちについて 

①核燃料税交付金について、女川原発ＵＰＺに入る５

市町首長と副知事との意見交換の記事が河北新報に

掲載されていた。記事によれば５０万円から４００

万円程度とあり、他県の事例に比べかなり少ないと

思う。本市の避難計画や万全な避難体勢を行うため、

恒久財源としてあらためて知事に申し入れすべきと

考えるがいかがか。 

②「快適で美しい自然環境の形成と保全」の中で、脱

炭素先行地域として太陽光設備等の市民及び事業者

向けの導入支援とあるが、実態に合わない導入支援

と伺っている。例えば太陽光発電システムについて

は、既存のパネルにバッテリー電源のみの支援や電

気自動車購入にあたり、国の補助金を使うと本市の

支援は対象外であるとの話しを伺っている。先行地

域としてもっと柔軟な対応ができないのか伺う。 
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③「良好な住環境の整備」の中で、人口減少が止まら

ない状況の中での良質で安価な住宅地の提供は人口

減少対策として有効である。しかし、都市計画法に

よる区域決定の遅れにより、未だに整備計画が膠着

状態である。手続き等の遅れが原因と考えられるが

いかがか。 

④「安全で利便性の高い交通環境の充実」のデマンド

タクシー「らくらく号」については､免許返納者や高

齢者等交通弱者の利用が増加傾向にあるとの事だ

が、特に石巻市の日赤病院までの運行を望む声が多

いと聞き及んでいる。利用者のアンケート結果につ

いて伺う。又、利用者からの要望の多い日赤病院ま

での運行の中で、限定的な運行を検討する考えを伺

う。 

 

（５）持続可能な行政運営が図られ市民から信頼されるま

ちについて 

①「利便性の高い行政サービスの提供」で、新たに策

定した「東松島市ＤＸアクションプラン」に基づい

て市民の利便性を図るとあり、その中で矢本庁舎や

鳴瀬総合支所で各種証明書の自動交付機を設置する

とあるが、どのような体制で運用していくのか伺う。 

 

 

【答弁を求める者 市長、教育長】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


